
読売ジャイアンツ

1934
球団創設

大日本東京野球倶楽部として設立。
日本で初めてのプロ野球（職業野球）
チームの誕生。

球団名改称

1946
球団名を「東京読売巨人軍」に改称。
ニックネームを「読売ジャイアンツ」
に設定。

1937
後楽園球場

後楽園球場が開場。
1987 年の閉場まで、球場別最多の
7172 試合が行われた。

1965
V9時代

1965 年から 1973 年まで、巨人が
ペナントレース及び日本シリーズ
9連覇を果たし、流行語入り。

1988
東京ドーム

前年の 1987 年に後楽園球場が閉場。
翌年の 1988 年に開場した日本初の
屋根付き球場である。

2011
地方開催

東日本大震災の影響を受けて
2011 年の開幕戦は初の地方球場
主催試合として宇部市で行われた。

 2024
リーグ優勝

2020

2017

日本シリーズ

通算 1万号

球団創設 84年目にして通算 1万号本塁打
を記録。
巨人の伝統と強さを象徴する記録。

2019,2020 年の 2年連続で
日本シリーズ進出を果たすも
史上初の 8連敗で敗退。

4年ぶり 39 回目の優勝を達成。
101 年間で 39 回の優勝、22 回の
日本一など部類の強さを持つ。



阪神タイガース

1935
球団創設

大阪野球倶楽部として設立。
巨人に次いで、2番目に歴史が長く、
リーグ戦開始時からの球団の１つ。

1936
甲子園球場

阪神はこの年のリーグ戦から
現在に至るまで阪神甲子園球場を
本拠地として活動している。

1946
球団名改称

敵性語使用自粛が解除されたため
球団名を大阪タイガースに改称。

1961
球団名改称

保護地域を兵庫県に設定し、二軍の
チーム名が阪神タイガースであったため
球団名を阪神タイガースに改称。

1987
暗黒時代

1987 年から 2001 年までの 15 年間で
最下位 10 回という記録的な弱さを
叩き出している。

球団創設 51 年目にして初めての
日本一を達成。
地元関西が大きく沸いた。

1985
日本一達成

2005
歴史的大敗

日本シリーズでの対ロッテ戦で
史上 5チーム目となるストレート負け。
4試合で 4-33 という結果に終わった。

2011
18年ぶり

東日本大震災による影響で開幕の日程
がずれ込み、18 年ぶりに甲子園での
開幕戦となった。

関西ダービー

オリックスと 59 年ぶりの日本シリーズ
関西ダービーが実現。
見事勝利し、38 年ぶりの日本一達成。

2023



中日ドラゴンズ

1936
球団創設

名古屋軍として設立。
巨人、阪神に次いで 3番目に誕生した
老舗球団である。

1948
球団名改称

1951-1953 年の 3年間を除いて
1948 年からは現在のチーム名である
中日ドラゴンズとして活動している。

1954
球団初の日本一

1948 年から 1996 年の 49 年間の
中日球場使用の歴史の中で
最初で最後の日本一達成となった。

1997
新球場移転

1951
球場焼失

木造球場として使用されていた
ナゴヤ球場が試合中の火事により
全焼。　オフに RC造で再建。

狭いナゴヤ球場から広いドームへと
本拠地移転。
ナゴヤ球場は二軍球場へと変貌。

2007
日本一達成

1954 年以来、53 年ぶり 2度目の
日本一を達成した。
長い歴史の中でこの 2回だけである。

2024
3年連続最下位

球団初となる 3年連続最下位。
低迷するチームの再建がファンを
繋ぎ止める。

2010
死闘に敗れる

ロッテとの日本シリーズは
死闘続きであったが、惜しくも敗退。
翌年も敗退し、以降は出場なし。

2013
歴史的暗黒

この年から 2024 年現在まで
12 年連続で CS 出場なし。
暗く長い暗黒時代が続く。



横浜DeNAベイスターズ

1950

球団創設

大洋ホエールズとしてセ・リーグに加盟。
山口県下関市の下関市営球場を本拠地とし
て 1952 年まで活動した。

1953
対等合併

松竹ロビンスと対等合併を行い、球団名を
大洋松竹ロビンスに改称。
1954 年まで大阪球場を使用。

1955
本拠地移転

1955 年に球団名を大洋ホエールズに
戻し、本拠地を神奈川県川崎市にある
川崎球場へ移転。

1960
初の日本一達成

大洋ホエールズとしてのリーグ優勝、
日本一達成はこの年が最初で最後の
出来事となった。

1978
本拠地移転

本拠地球場を横浜スタジアムに移転。
球団名を横浜大洋ホエールズと改称したが
このチームが優勝することはなかった。

1993
球団名改称

地域に密着した市民球団を目指し、
横浜ベイブリッジから取った
横浜ベイスターズへと改称。

1998
マシンガン打線

一度打ち始めると止まらない
マシンガン打線を武器に 38 年ぶりの
リーグ優勝、日本一を果たす。

2012
球団名変更

球団名を横浜DeNAベイスターズに改称。
しかし、5年連続最下位に終わるなど
依然としてチームは低迷している。

2024
日本一達成

シーズン成績では 3位ながらも
下克上にを果たし、26 年ぶり 3回目の
日本シリーズ制覇を達成。



広島東洋カープ

1950
球団創設

広島カープとして設立。
原爆に打ちひしがれた広島の町に
希望の光を与えることを創設目的とする。

1952
球団消滅危機

シーズン勝率 3割を切った球団には
処分を下すという取り決めに奮起し、
広島潰しは失敗に終わった。

1957
市民球場移転

7月に初代・市民球場が完成した。
しかし、初ナイターでの試合は
阪神相手に 1-15 と大敗。

1968
球団名改称

東洋工業（現・マツダ）が筆頭株主
となり、球団名を現在の広島東洋カープ
へと改称。

1975
初優勝

球団創設 25年目にして悲願の初優勝。
観客動員数も前年からほぼ倍増と
お荷物球団の汚名を返上した。

1979
日本一達成

近鉄相手に悲願の日本一を達成。
日本シリーズ最終戦は「江夏の 21 球」
として語り継がれている。

2009
本拠地移転

本拠地球場を現在のマツダスタジアム
へと移転。　しかし、初年度は 5位
という結果に終わった。

2018
リーグ三連覇

2016-2018 の 3 年間で三連覇を達成。
しかし、阪神と共に「平成時代に一度も
日本一になれなかった球団」となった。

2024
悪夢の 9月

リーグ優勝目前からまさかの大失速。
月間成績 5勝 20 敗を記録し、そのまま
4位に沈む。



東京ヤクルトスワローズ

1950

球団創設

国鉄スワローズとして設立。
当初はプロ経験のある選手がチームで
1人だけという、厳しい戦いを強いられた。

1952
本拠地球場

この年から巨人を含む 5球団が後楽園
球場を本拠地球場として使用するよう
になった。

1964
本拠地球場移転

この年から本拠地球場を後楽園球場
から明治神宮野球場へと移転。
独立した本拠地球場を使用。

1965
球団名改称

サンケイスワローズに改称。
また、翌年にはサンケイアトムズへと
再び改称している。

1969
球団名改称

この年にアトムズに改称。
翌年にヤクルトアトムズへと短期間に
何度も改称している。

1973
球団名改称

現在にチーム名に近いヤクルト
スワローズへと改称。
燕をモチーフとした球団へ。

1978
初の日本一達成

球団創設 29年目にして初のリーグ優勝
と日本一を達成。これによりセ・リーグ
全球団がリーグ優勝を達成した。

2005
球団名改称

何度目かの球団名改称により、
現在の東京ヤクルトスワローズ
へと名称変更をした。

2022
リーグ連覇 , 日本一

2021 年、2022 年シーズン連覇と
2022 年には日本一を達成。
2年連続最下位からの日本一となった。



オリックス・バファローズ

1936

1947

球団創設

阪急軍として設立。
パ・リーグで最初の球団である。
阪急西宮球場を本拠地とした。

球団名改称
阪急ベアーズへと改称したものの
縁起が悪いと批判を受け、開幕前に
球団名を阪急ブレーブスに改称。

1967
初優勝

球団創設 32年目での初優勝は
日本プロ野球の中で最も遅い
記録となった。

1975

日本一達成

6度目の日本シリーズで初の
日本一を達成。
1977 年まで 3年連続日本一達成。

1989

球団譲渡

オリエント・リース（現オリックス）
へと球団を譲渡。　チーム名を
オリックス・ブレーブスへと改称。

1991

本拠地移転

本拠地をグリーンスタジアム神戸
へと移転。　また公募から球団名を
オリックス・ブルーウェーブに改称。

1995
阪神淡路大震災

大地震で本拠地が甚大な被害を受けたが
「がんばろう KOBE」を合言葉に球団譲渡後
初のリーグ優勝を達成。

2005
球団合併

球団経営の抜本的解決と称して
当時の近鉄バファローズを吸収合併。
オリックス・バファローズに改称。

2021
合併後初優勝

25年ぶり、合併後初となるリーグ
優勝を果たした。2023 年まで 3連覇し
2022 年には 26 年ぶりの日本一を達成。



福岡ソフトバンクホークス

1938

球団創設

南海軍として設立。
南海鉄道を親会社とし、関西の私鉄界
では阪神、阪急につぐ 3番目。

1944
球団名改称

球団名を近畿日本軍に改称。
相次ぐ選手の応召によりリーグ戦は
1946 年まで一時中断となった。

1947

球団譲渡

親会社が南海電気鉄道へと移行。
それに伴い、球団名も南海ホークス
に改称。

1989

1946

1959

初優勝

日本一達成

球団名を近畿グレートリングに改称。
その年に球団初のリーグ優勝を
果たした。

球団初の日本一を達成。
大阪市内の御堂筋で大阪球場前から
スタートし、20 万人を動員。

球団売却

ダイエーに球団を売却。
本拠地を福岡県に移し、球団名を
福岡ダイエーホークスに改称。

1993

福岡ドーム開場

本拠地球場を福岡ドームへと移転。
日本初の開閉型ドーム球場として
現在に至る。

2005

球団売却

ソフトバンクに球団を売却。
福岡ソフトバンクホークスとして
常勝軍団へとなっていく。

2020

4年連続日本一

2017 年の日本一から 4年連続で
日本一を達成。
パ・リーグ新記録を打ち立てた。



埼玉西武ライオンズ

1950

球団創設

西鉄クリッパースとして設立。
西日本パイレーツと共に、福岡市に
本拠地を置いた。

1951
吸収合併

同じ福岡市に本拠地を置く
西日本パイレーツを吸収合併。
球団名を西鉄ライオンズに改称。

1954

初優勝

球団初優勝を本拠地で飾る。
日本シリーズでは中日に敗れ、日本一
とはならず。

1956
日本一達成

巨人を破り、球団初の日本一を達成。
この年から 3年連続のリーグ優勝と
日本一を果たす。

1973

球団名改称

球団名改称

太平洋クラブと命名権契約を交わした
ことにより、球団名を太平洋クラブ
ライオンズに改称。

1977 球団名をクラウンライターライオンズ
に改称。
この球団名は 2年間のみ使用された。

1979

球団売却
球団売却により本拠地を現在の
埼玉県所沢市へと移転。
球団名を西武ライオンズに改称。

2008

1999
ドーム球場化

本拠地の西武球場をドーム化。
西武ドームと改称し、今なお
使用されている。

球団名改称

球団名を埼玉西武ライオンズに改称。
保護地域を球団名に入れることで
さらなる地域密着を図った。



千葉ロッテマリーンズ

1950

球団創設

毎日オリオンズとして設立。
毎日新聞社を親会社とし、本拠地を
後楽園球場においた。

1950

初優勝＆日本一

創設した最初の年に、リーグ優勝と
日本一を達成。
歴史的快挙を成し遂げた。

1958
対等合併

成績が低迷していた大映ユニオンズと
対等合併。球団名を毎日大映オリオンズ
に改称。

1964
球団名改称

球団名を東京オリオンズに改称。
東京を代表する球団になるという
意味が込められている。

1969
球団売却

球団名をロッテオリオンズに改称。
ロッテをスポンサーに迎え
現在に至る。

1973
本拠地移転

1973 年からは宮城県の宮城球場を中心に、
後楽園球場、明治神宮野球場、川崎球場
を転々とした。

1978

本拠地移転

本拠地球場を神奈川県川崎市にある
川崎球場へと移転。
保護地域も神奈川県に変更した。

1992

本拠地移転

本拠地球場を千葉マリンスタジアム
へと移転。　球団名も現在の
千葉ロッテマリーンズに改称。

2005

リーグ制覇 , 日本一

レギュラーシーズンでは 2位だったが
プレーオフで勝ち上がり、優勝と
日本一を達成。



北海道日本ハムファイターズ

1946
球団創設

セネタースとして設立。
戦後のプロ野球再開に合わせて、
東京都を本拠地として活動を始めた。

1947

球団売却

東急に球団を売却し、球団名を
東急フライヤーズに改称。
球団経営は大赤字。

1948

球団名改称

球団名を急映フライヤーズに改称。
しかし、チーム名は一年で元の
東急フライヤーズに戻った。

1954

球団名改称

球団名を東映フライヤーズに改称。
球団経営は東映、球団保有は東急と
棲み分けが行われた。

1962

初優勝＆日本一
球団創設 16年目で初優勝＆日本一を
達成。 　この年から 2006 年までの 44 年間
日本一から遠ざかることになる。

1973
球団売却

日拓ホームに球団を売却。
球団名を日拓ホームフライヤーズ
へと改称。

1974

2023

2004

球団売却

日本ハムへ球団を売却。
球団名を日本ハムファイターズへと
改称。

本拠地移転

本拠地移転

事務所と本拠地を札幌ドームに移転。
チーム名を北海道日本ハムファイターズ
に改称。

本拠地球場を北海道北広島市の
エスコンフィールドHOKKAIDO へと移転。
2024 年現在で最新の球場である。



東北楽天ゴールデンイーグルス

2005

球団創設
東北楽天ゴールデンイーグルスとして
設立。　現存する球団の中で最も
新しい球団である。

2005
歴史的大敗

球団創設一年目のシーズンは
勝率 .281 と苦戦を強いられ、歴史に
残る弱さを露呈した。

2011
関西主催試合

３月11日に発生した東日本大地震
の影響で、本拠地球場が甚大な被害を
受けたため、関西で主催試合を行った。

2013
初優勝＆日本一

球団創設 9年目での初優勝＆日本一
を達成。　震災に見舞われた東北地方に
大きな勇気を与えた。

2014

本拠地球場増築
前年優勝効果からのファン増加に対応
すべく増築工事が行われ、8月に完成。
現在に至る。

2015
ファン増加

2年連続最下位、その他成績も軒並み
リーグ最下位だったが、ファンの定着から
観客動員数は歴代最多を記録。

2024
交流戦初優勝

ホークスとの優勝争いの末、
球団創設 20 年目という節目の年に
球団初の交流戦優勝を飾る。

2011
頑張ろう東北

東日本大震災の影響を受けた東北全体を
元気付けるためのスローガン。
現在も球団の合言葉になっている。

2018
球場名変更

楽天球団が命名権を保持したまま
「楽天生命パーク宮城」へと
1月 1日付けで球場名を変更。


